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■図表３―１ 障害の種類別・性別にみた身体障害児・者の状況

障害児・者数の状況 （第１編第１章に関連する主な
統計資料等を掲載しています。）

障害の種類 総数
性 別

男 女 不詳

総数
３，４８３ １，８６９ １，５６２ ５１

（１００．０） （５３．７） （４４．８） （１．５）

視覚障害
３１０ １４４ １６２ ４

（１００．０） （４６．５） （５２．３） （１．３）

聴覚・言語障害
３４３ １６９ １６５ ９

（１００．０） （４９．３） （４８．１） （２．６）

聴覚障害
２７６ １２４ １４６ ６

（１００．０） （４４．９） （５２．９） （２．２）

平衡機能障害
２５ １２ １１ １

（１００．０） （４８．０） （４４．０） （４．０）

音声・言語・そしゃく
機能障害

４２ ３３ ７ ２
（１００．０） （７８．６） （１６．７） （４．８）

肢体不自由
１，７６０ ８９９ ８３５ ２５

（１００．０） （５１．１） （４７．４） （１．４）

上肢切断
８２ ６５ １５ ２

（１００．０） （７９．３） （１８．３） （２．４）

上肢機能障害
４４４ ２６１ １８１ ３

（１００．０） （５８．８） （４０．８） （０．７）

下肢切断
６０ ４２ １７ １

（１００．０） （７０．０） （２８．３） （１．７）

下肢機能障害
６２７ ２７５ ３４３ ８

（１００．０） （４３．９） （５４．７） （１．３）

体幹機能障害
１５３ ８７ ６４ ２

（１００．０） （５６．９） （４１．８） （１．３）

脳原性全身性
運動機能障害

５８ ３３ ２５ －
（１００．０） （５６．９） （４３．１） （－）

全身性運動機能障害
（多肢及び体幹）

３３７ １３７ １９０ ９
（１００．０） （４０．７） （５６．４） （２．７）

内部障害
１，０７０ ６５７ ４００ １３

（１００．０） （６１．４） （３７．４） （１．２）

心臓機能障害
５９５ ３５４ ２３４ ７

（１００．０） （５９．５） （３９．３） （１．２）

呼吸器機能障害
９７ ６９ ２８ １

（１００．０） （７１．１） （２８．９） （１．０）

じん臓機能障害
２３４ １４５ ８７ ３

（１００．０） （６２．０） （３７．２） （１．３）

ぼうこう・
直腸機能障害

１３５ ８３ ４９ ２
（１００．０） （６１．５） （３６．３） （１．５）

小腸機能障害
８ ７ ２ －

（１００．０） （８７．５） （２５．０） （－）

ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害

１ － １ －
（１００．０） （－） （１００．０） （－）

重複障害（再掲）
３１０ １９５ １０９ ５

（１００．０） （６２．９） （３５．２） （１．６）

障害の種類 総数
性 別

男 女 不詳

総数
９３，１００ ４９，５００ ４３，６００ －
（１００．０） （５３．２） （４６．８） （－）

視覚障害
４，９００ ２，２００ ２，８００ －

（１００．０） （４４．９） （５７．１） （－）

聴覚・言語障害
１７，３００ ９，０００ ８，４００ －
（１００．０） （５２．０） （４８．６） （－）

聴覚障害
１５，８００ ８，０００ ７，７００ －
（１００．０） （５０．６） （４８．７） （－）

平衡機能障害
－ － － －

（－） （－） （－） （－）

音声・言語・そしゃく
機能障害

１，５００ ９００ ６００ －
（１００．０） （６０．０） （４０．０） （－）

肢体不自由
５０，１００ ２８，８００ ２１，３００ －
（１００．０） （５７．５） （４２．５） （－）

上肢切断
３００ － ３００ －

（１００．０） （－） （１００．０） （－）

上肢機能障害
１１，８００ ８，０００ ３，７００ －
（１００．０） （６７．８） （３１．４） （－）

下肢切断
９００ ３００ ６００ －

（１００．０） （３３．３） （６６．７） （－）

下肢機能障害
７，１００ ４，０００ ３，１００ －

（１００．０） （５６．３） （４３．７） （－）

体幹機能障害
８，４００ ３，７００ ４，６００ －

（１００．０） （４４．０） （５４．８） （－）

脳原性全身性
運動機能障害

１１，４００ ７，４００ ４，０００ －
（１００．０） （６４．９） （３５．１） （－）

全身性運動機能障害
（多肢及び体幹）

１０，２００ ５，３００ ４，９００ －
（１００．０） （５２．０） （４８．０） （－）

内部障害
２０，７００ ９，６００ １１，１００ －
（１００．０） （４６．４） （５３．６） （－）

心臓機能障害
１５，２００ ７，４００ ７，７００ －
（１００．０） （４８．７） （５０．７） （－）

呼吸器機能障害
１，９００ ９００ ９００ －

（１００．０） （４７．４） （４７．４） （－）

じん臓機能障害
１，５００ ９００ ６００ －

（１００．０） （６０．０） （４０．０） （－）

ぼうこう・
直腸機能障害

１，２００ － １，２００ －
（１００．０） （－） （１００．０） （－）

小腸機能障害
６００ ３００ ３００ －

（１００．０） （５０．０） （５０．０） （－）

ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害

３００ － ３００ －
（１００．０） （－） （１００．０） （－）

重複障害（再掲）
１５，２００ ８，７００ ６，５００ －
（１００．０） （５７．２） （４２．８） （－）

身体障害者（１８歳以上）（在宅） 単位：千人（％） 身体障害児（１８歳未満）（在宅） 単位：人（％）

（注）（ ）内は構成比 資料：厚生労働省「身体障害児・者実態調査」（平成１８年）
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■図表３―２ 障害の疾患別にみた身体障害児・者数

総数 脳性
マヒ

脊髄性
小児
マヒ

脊髄
損傷Ⅰ
（対マヒ）

脊髄
損傷Ⅱ
（四肢
マヒ）

進行性
筋萎縮
性疾患

脳
血管
障害

脳挫傷
その他の
脳神経
疾患

骨
関節
疾患

リウマチ
性疾患

中耳性
疾患

内耳性
疾患

３，４８３ ５４ ４３ ３３ ２４ ２１ ２７３ １１ ７３ ２３８ ９７ ３２ ４５
（１００．０） （１．６） （１．２） （１．０） （０．７） （０．８） （７．８） （０．３） （２．１） （６．８） （２．８） （０．９） （１．３）

角膜
疾患

水晶体
疾患

網脈絡膜
・

視神経系
疾患

じん臓
疾患 心臓疾患 呼吸器

疾患
ぼうこう
疾患 大腸疾患 小腸疾患

後天性
免疫不全
症候群

その他 不明 不詳

１９ １１ ８４ １６３ ３５０ ５６ ２０ ５１ ４ ２ ２８６ ７８ １，４１４
（０．５） （０．３） （２．４） （４．７） （１０．０） （１．６） （０．６） （１．５） （０．１） （０．１） （８．２） （２．２） （４０．６）

総数 脳性
マヒ

脊髄性
小児
マヒ

脊髄
損傷Ⅰ
（対マヒ）

脊髄
損傷Ⅱ
（四肢
マヒ）

進行性
筋萎縮
性疾患

脳
血管
障害

脳挫傷
その他の
脳神経
疾患

骨
関節
疾患

中耳性
疾患

内耳性
疾患

角膜
疾患

９３，１００ ２４，１００ ３００ ９００ ６００ １，５００ ９００ ３００ ３，７００ ６００ ３００ ３，７００ ３００
（１００．０） （２５．９） （０．３） （１．０） （０．６） （１．６） （１．０） （０．３） （４．０） （０．６） （０．３） （４．０） （０．３）

水晶体
疾患

網脈絡膜
・

視神経系
疾患

じん臓
疾患 心臓疾患 呼吸器

疾患
ぼうこう
疾患 大腸疾患 小腸疾患

後天性
免疫不全
症候群

その他 不明 不詳

－ １，９００ １，２００ １２，４００ ３００ － ３００ ３００ － １６，４００ ４，６００ １８，２００
（－） （２．０） （１．３） （１３．３） （０．３） （－） （０．３） （０．３） （－） （１７．６） （５．０） （１９．５）

身体障害者（１８歳以上）（在宅） 単位：千人（％）

身体障害児（１８歳未満）（在宅） 単位：人（％）

（注）（ ）内は構成比 資料：厚生労働省「身体障害児・者実態調査」（平成１８年）
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3,576

177
（4．9）

721
（20．2）

595
（16．6）

519
（14．5）

1，217
（34．0）

18年

227
（6.3）

4,000

120
（3.4）

■図表３―３ 程度別障害者数の推移（身体障害児・者・在宅）
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15,000人
（4．8％）

81,000人
（26.1％）

32,000人
（10.3％）

22,000人
（7.1％）

54,000人
（17.4％）

15,000人
（4.8％）

91,000人
（29.4％）

（平成18年）

■図表３―４ 障害の重複状況（身体障害児・者・在宅）

■図表３―５ 障害の重複状況（知的障害児・者・在宅）（複数回答）

■図表３―６ 障害の程度別にみた知的障害児・者数（在宅）

■図表３―７ 在宅知的障害児・者の療育手帳の所有状況

視覚障害 聴覚または
平衡機能の障害

音声機能、言語機能または、
そしゃく機能の障害 肢体不自由 内部障害

１６．３ １０．７ １７．７ ６８．５ １３．２

総数 最重度 重度 中度 軽度 不詳

総数 ４１９，０００ ６２，４００ １０２，２００ １０６，７００ ９７，５００ ５０，１００
（１００．０） （１４．９） （２４．４） （２５．５） （２３．３） （１２．０）

知的障害児
（１８歳未満）

１１７，３００ ２２，０００ ２８，１００ ２６，２００ ３３，３００ ７，７００
（１００．０） （１８．８） （２３．９） （２２．４） （２８．４） （６．５）

知的障害者
（１８歳以上）

２８９，６００ ３９，８００ ７３，７００ ７８，７００ ６３，０００ ３４，３００
（１００．０） （１３．７） （２５．５） （２７．２） （２１．８） （１１．９）

不詳 １２，１００ ６００ ４００ １，８００ １，２００ ８，１００
（１００．０） （５．０） （３．３） （１５．０） （１０．０） （６６．７）

手帳有 手帳無 不詳

総数 ９１．０ ５．８ ３．２

知的障害児（１８歳未満） ９１．２ ８．８ －

知的障害者（１８歳以上） ９３．４ ４．４ ２．２

不詳 ３１．７ １１．７ ５６．７

単位：％

資料：厚生労働省「知的障害児（者）基礎調査」（平成１７年）

単位：人（％）

（注）（ ）内は構成比 資料：厚生労働省「知的障害児（者）基礎調査」（平成１７年）

単位：％

資料：厚生労働省「知的障害児（者）基礎調査」（平成１７年）
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障害児・者の状況及び障害者施策の状況に関する資料については内閣府ホームページ
に掲載されています。

http://www8.cao.go.jp/shougai/data/h24.html
http://www8.cao.go.jp/shougai/data/h25.html※

（※更新作業中の場合があります。）

■図表３―８ 精神障害者保健福祉手帳交付台帳登載数（有効期限切れを除く。）（平成２３年度末）

総数 １級 ２級 ３級

６３５，０４８ ９５，７１１ ３９４，２８３ １４５，０５４

単位：人

資料：厚生労働省「平成23年度衛生行政報告例 結果の概要」より
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